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▼
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
十

連
休
と
な
り
ま
す
。

▼
皇
太
子
さ
ま
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
る

「
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
」を
祝
日
と

す
る
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、「
祝
日

法
」に
基
づ
く
「
前
日
と
翌
日
が
祝
日

で
あ
る
日
は
休
日
と
す
る
」と
の
定
め

か
ら
超
大
型
連
休
と
な
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
十
連
休
で
、
観
光
地
や
旅
行
に

よ
る
特
需
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
銀

行
や
病
院
等
の
対
応
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

▼
飲
食
店
等
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
営
業
さ

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
卸

業
者
、
卸
売
市
場
等
が
休
業
と
な
れ

ば
、
資
材
・
原
料
の
調
達
が
出
来
な

い
状
況
を
招
き
ま
す
。

▼
酪
農
経
営
に
お
い
て
も
同
様
で
す
が
、

事
前
の
餌
や
薬
剤
、
診
療
等
の
準
備

等
、
社
会
や
周
囲
の
環
境
に
合
わ
せ

た
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
職
種
に
よ
っ
て
は
、
連
休
中
に
出
勤

す
る
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら

く
保
育
所
等
は
お
休
み
と
な
る
こ
と

か
ら
、
子
供
の
預
け
先
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。
核
家
族
化
に
よ
る
不
安
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
何
れ
に
し
て
も
、
例
年
の
如
く
「
集

う
と
こ
ろ
は
集
い
」ご
っ
た
返
し
て
、

交
通
渋
滞
と
な
る
の
は
必
至
で
す
。

ラ
ジ
オ
で
渋
滞
情
報
を
聞
き
な
が
ら
、

春
の
農
作
業
で
適
度
に
汗
を
か
く
方

が
連
休
明
け
の
疲
労
は
残
ら
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

▼
「
広
酪
」は
と
い
う
と
、
こ
の
十
連
休

が
各
種
事
業
の
月
末
締
め
処
理
か
ら
、

乳
代
精
算
事
務
に
ま
で
影
響
し
、
倉

庫
開
所
に
あ
た
っ
て
は
、
先
の
地
区

懇
談
会
で
の
意
見
も
お
聞
き
す
る
中

で
、
天
皇
即
位
に
係
る
特
例
と
し
て
、

本
所
は
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
二
日

は
営
業
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
こ
の
四
月
一
日
か
ら
は
働
き
方
改
革

関
連
法
が
施
行
さ
れ
、
残
業
時
間
の

上
限
規
制
、
有
給
休
暇
取
得
義
務
等

が
企
業
に
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

▼
周
年
拘
束
性
の
高
い
酪
農
家
に
お
い

て
も
、
企
業
と
し
て
従
業
員
を
採
用

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た

労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

「
酪
農
家
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら

ん
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
法
規
制
に

よ
る
対
応
が
必
要
で
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
次
Ｃ
Ｓ
を
含
め
、
生
き
物
を
相
手

に
す
る
業
界
、
職
種
に
お
い
て
は
、

年
中
無
休
で
す
の
で
、
そ
の
中
で
も

適
度
に
休
養
を
と
っ
て
、
人
生
を
謳

歌
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
T
・
Y
）

酪
農
経
営
移
譲
を
祝
う

代
表
理
事
が
七
名
を
激
励
！

　

酪
農
後
継
者
に
よ
る
経
営
の
自
主
・
自
立
を
支
援
し
、円
滑
な

酪
農
経
営
移
譲
を
進
め
る
た
め
、鈴
木
道
弘
専
務
が
対
象
組
合
員

七
名
を
個
別
に
訪
問
し
、今
後
の
活
躍
と
期
待
を
伝
え
た
。こ
れ

に
併
せ
て
、後
継
者
支
援
策
の
一
環
で
、経
営
移
譲
に
伴
う
諸
経

費
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
酪
農
経
営
移
譲
推
進
支
度
金
を

手
交
し
た
。

【対象組合員】
■経営移譲日：平成３０年１月１日（４名）

対象者氏名 住　　所
玉浦　転　　氏 安芸高田市美土里町
山根　慎吾　氏 広島市安佐南区吉山
中田　和成　氏 三次市三和町
（合）住田牧場　住田　佑樹　氏 庄原市東城町

酪
農
経
営
移
譲
・
後
継
者
訪
問

■経営移譲日：平成３１年１月１日（３名）
対象者氏名 住　　所

才木　敏希　氏 庄原市峰田町
藤本　雄紀　氏 庄原市大久保町
渡辺　和裕　氏 広島市安佐北区安佐町

（写真左は鈴木専務、右が才木敏希氏）

三
月
五
日
・
十
九
日

これから
頑張ってください

頑
張
り
ま
す



トピックスT O P I X

2019年（平成31年）4月〔№301〕
広 島

12

　
広
酪
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会（
会

長　
檜
高
侑
祐
）は
、
第
三
十
七
回
ひ
ろ

ら
く
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
雨

天
審
査
場
で
の
審
査
と
な
っ
た
が
、
開

会
式
前
に
は
雨
も
止
み
、
会
員
の
日
頃

の
行
い
の
良
さ
を
物
語
る
天
候
で
あ
っ

た
。

　
審
査
員
と
し
て
、
亀
谷
悟
史
氏（（
一

社
）ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
）を
招

き
、
全
六
部
十
三
頭（
未
経
産
牛
の
部

の
第
一
部
に
は
二
頭
、
同
二
部
三
頭
、

同
三
部
二
頭
、
同
四
部
三
頭
、
経
産
牛

の
部
の
第
五
部
に
は
一
頭
、
同
六
部
二

頭
）の
審
査
が
行
わ
れ
た
。
出
場
予
定

頭
数
は
十
八
頭
で
あ
っ
た
が
五
頭
が
欠

場
し
た
。

　

ひ
ろ
ら
く
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
終
了
後

は
、
出
品
者
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
同

志
会
会
員
、
協
賛
関
係
者
で
恒
例
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
の
意
見
交
換

と
交
流
を
行
っ
た
。
な
お
、
四
月
七
日

開
催
の
第
三
十
四
回
中
国
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
に
は
十
三
頭
の
出
場
が
決
定
し
た
。

第
三
十
七
回
ひ
ろ
ら
く
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

　
　

未
経
産
牛
Ｇ
Ｃ　

赤
木
颯
太
氏

　
　

経
産
牛
Ｇ
Ｃ　
　

藤
本
雄
紀
氏

広
酪
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

三
月
十
六
日
　
全
農
三
次
家
畜
市
場
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